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問　中学校の部活動の
現状と改革は

答 　教員の長時間勤務の解消に努める

問　地域コミュニティの
活性化は

答 　地域と一緒になって考え取り組む

必
要
な
活
動
は
」
な
ど
持

続
可
能
な
自
治
会
活
動
に

向
け
、
負
担
軽
減
策
な
ど

を
共
に
考
え
取
り
組
む
。

問　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
向
け
て
は
、

ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

そ
の
地
域
の
人
財
や
地
域

資
源
に
着
目
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
が
、
見
解
は
。

答　
各
地
域
の
持
つ
特
色

あ
る
歴
史
・
文
化
・
環
境

な
ど
の
地
域
資
源
や
人
的

資
源
に
着
目
す
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
が
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
で
き

機
会
の
創
出
も
可
能
と
な

る
。
今
後
は
、
そ
う
し
た

視
点
で
地
域
と
一
緒
に
考

え
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
教
職
員
の
時
間
外
勤

務
、
特
に
部
活
動
指
導
が

学
校
教
育
に
深
刻
な
悪
影

響
を
も
た
ら
し
た
。
教
員

は
残
業
代
が
な
く
、
教
職

調
整
額
（
給
料
月
額
の

４
％
）
が
つ
く
だ
け
で
実

質
は「
定
額
働
か
せ
放
題
」

状
態
。
中
学
校
部
活
動
の

現
状
と
改
善
策
を
伺
う
。

答　
部
活
動
は
人
間
形
成

の
機
会
で
あ
り
、
豊
か
な

学
校
生
活
を
実
現
す
る
役

割
が
あ
る
。
教
員
が
担
う

必
要
の
な
い
業
務
だ
が
、

教
員
の
献
身
的
な
勤
務
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
長
時

間
勤
務
の
要
因
で
あ
る
。

教
員
の
負
担
軽
減
と
生
徒

の
疲
労
解
消
の
た
め
、
令

問　
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
地

域
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い

た
が
、
少
し
ず
つ
以
前
の

状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

自
粛
期
間
中
は
日
常
的
な

行
事
の
大
切
さ
や
、
地
域

行
事
の
考
え
方
な
ど
を
振

り
返
る
機
会
に
も
な
っ
た

と
考
え
る
。
そ
こ
で
自
治

会
で
の
行
事
の
持
ち
方
な

ど
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

村
で
は
、「
イ
ベ
ン

ト
実
施
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
作
成
や
「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
自
治
会
活
動
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
自
治
会
長

同
士
の
意
見
交
換
会
な
ど

を
開
催
し
て
き
た
。
今
後

は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の

意
義
を
振
り
返
り
「
真
に

和
元
年
度
か
ら
朝
の
練
習

を
な
く
し
、
令
和
３
年
度

か
ら
月
・
木
曜
、
土
・
日

の
ど
ち
ら
か
を
休
養
日
と

し
た
。
ま
た
複
数
顧
問
体

制
で
長
時
間
勤
務
の
改
善

が
図
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、

地
域
部
活
動
へ
の
移
行
に

向
け
た
検
討
を
始
め
た
。

問　
外
部
指
導
員
は
教
職

員
に
は
助
か
る
が
、
生
徒

や
保
護
者
の
負
担
軽
減
に

さ
ほ
ど
の
影
響
は
な
い
。

勝
利
至
上
主
義
に
陥
ら
ず

楽
し
く
行
う
と
い
う
原
点

に
帰
る
の
が
大
事
で
は
。

答　
外
部
指
導
員
は
生
徒

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
生
徒
が
参
加
し
や
す

い
運
営
を
し
て
い
く
。
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楽しいことが大事。すぐ暗くなる冬の部活


